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ンケート調査票は資料１を参照のこと）。調査期間は，2019 年 11 月 6 日～ 11 月 20 日で，有効回答数
は 142 社 4）（回収率 70％）であった。
4.2　企業への訪問調査




　142 社の業種は製造業が 130 社（90.3％）で大多数を占めた（図 1）。従業員数は 300 人未満の中小企
業が 88 社（62.0％），300 人以上の大企業が 34 社（23.9％）であり，中小企業数が大企業数を大きく上
回っている（図 2）。
　外国人労働者の在籍する企業は 142 社のうち 69 社（48.6％）で，ほぼ半数であった（図 3）。69 社の
業種別内訳は製造業が 66 社（95.7％）である。従業員数別内訳は，300 人未満の中小企業が 37 社（53.6％）
であり， 142 社の結果と同様の割合となっている。厚生労働省のデータ 5）では，産業別外国人雇用事業
所の割合は製造業が 49,385 か所（21.4％）で最も高くなっている。厚生労働省富山労働局のデータでも，
製造業が 720 か所（49.9％）であったことから，富山県は全国的に見ても，製造業の割合が高いことが
図 1 調査対象企業の業種 図 2 調査対象企業の従業員数 







































同様に 30 人未満が 1,111 か所（57.7％）と最も高くなっているが，本調査では外国人労働者が在籍す




続く，技術・人文知識・国際業務が 49 人（5.3％）となっており，他を大きく引き離している（図 4）。
厚生労働省富山労働局のデータでは，技能実習は 6,209 人（52.4％）であり，本調査での割合が高いこ
とがわかる。
　また，国籍はベトナム人が 429 人（46.6％）で最も多く，次いで，中国人が 194 人（21.1％），フィ
リピン人が 167 人（18.1％）であった（図 5）。厚生労働省の同データでは，中国人（香港等を含む）
が 418,327 人（25.2％），ベトナム人が 401,326 人（24.2％）とほぼ同じ割合で，フィリピン人が 179,685
人（10.8％）となっている。ただし，技能実習生に限定すると，法務省のデータ 7）では，ベトナム人




　外国人労働者 921 人のうち，日本語教育を必要とする者は 718 人（78.0％）であった（図 6）。日本
語レベルは 528 人（73.5％）が初級で，88 人（12.3％）が未習であり（図 7），日本語指導が必要であ
ることが窺える。
　外国人労働者が在籍する 69 社に仕事をする上での必要な日本語能力について「話す」「聞く」「読む」
「書く」の４技能別にたずねたが，聞く能力は 50 社（72.5％），話す能力は 38 社（55.1％），読む能力
















































　しかし，企業は外国人労働者に対し日本語能力を期待しながらも，69 社中 44 社（63.8％）は日本語
教育を実施していないことが明らかとなった（図 12）。事業主にも日本語教育を実施する責務があるこ
とを明記した「日本語教育の推進に関する法律」に相反する結果である。首都圏，関西圏の企業を調







見られた。社内実施の企業 15 社を詳細に見ると，大企業（社員 300 人以上）は 5 社，中小企業（社員








図 13　富山大学の日本語講座の受講希望 8） 図 14　公開講座の開催場所の希望（複数回答）
－ 7－
　富山大学での日本語講座を開講した場合，受講希望するかを聞いたところ，69 社のうち 41 社（59.4％）
が希望すると回答した（図 13）。その中で有料でも希望する企業は 12 社（16.9％）あり，日本語教育
を実施したいが，人材やノウハウを持たないことが推測される。また，日本語講座の受講を希望しな


























































＜ https://jsite.mhlw.go.jp/toyama-roudoukyoku/content/contents/000593169.pdf ＞（2020 年 10 月 28 日）
2) 富山県ホームページ「富山県外国人材活躍・多文化共生推進プラン」
　　＜ http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1018/kj00020882.html ＞（2020 年 10 月 28 日）
3) 富山県ホームページ「外国人材雇用日本語研修等支援補助金のご案内」
　　＜ http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1303/kj00021913.html ＞（2020 年 10 月 28 日）
4) 有効回答の企業の所在地は富山市が 113 社，射水市が 28 社，高岡市が 1社であった。
5) 厚生労働省のデータ「『外国人雇用状況』の届出状況まとめ【本文】（令和元年年 10 月末現在）」
　　＜ https://www.mhlw.go.jp/content/11655000/000590310.pdf ＞（2020 年 10 月 28 日）
6) 1 社が在留資格の内訳を 1人分多く記入したため，合計で 922 人となっている。
7) 法務省のデータ「令和元年末現在における在留外国人数について（公表資料）」
　　＜ http://www.moj.go.jp/nyuukokukanri/kouhou/nyuukokukanri04_00003.html ＞（2020 年 10 月 28 日）
8) 2 社が「有料でも希望」と「無料なら希望」の両方を選択したため，合計で 71 社となっている。
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　厚生労働省富山労働局の 2020 年 1 月 31 日の発表によると，2019 年 10 月末現在，富山県の外国人
労働者数は 11,844 人，外国人労働者数を雇用する事業所数は 1,925 か所で，いずれも 2007 年に届出が
義務化されて以来，過去最高を更新している。国別では，ベトナム 3,968 人（33.5%）と中国 2,962 人
（25.0%）が多く，さらに，対前年伸び率においてもベトナムは 27.1% 増と最も高く，続いてインドネ




　厚生労働省 2020 年 1 月 31 日発表の全国平均と比べると，全国においても国別の状況は中国（25.2%）












日本文化講座を 2020 年 2 月に試行的に開催することにした。本稿では，本公開講座の概要および講座
【キーワード】　外国人労働者　技能実習生　公開講座　日本語学習　日本文化体験







　公開講座に先立ち行った富山県内企業 142 社の調査結果（田中・濱田・副島 2021）を基に，日本語
















人学生 6 人および外国人留学生（以下，留学生）7 人（ベトナム 3 人，中国 3 人，インドネシア 2 人）
の協力を得た。





































　質問内容は，質問 1: いつ日本に来たか，質問 2: 日本に来る前に何か月日本語を学習したか，質問 3: 
パソコン，スマートフォンを持っているか，質問 4: 日本に来てからどのような方法で日本語を学習し
ているか（①教科書，②パソコン，③スマートフォン，④テレビ，⑤その他，⑥勉強していない，以






　27 人の渡日時期は 2017 年 11 月初め～ 2019 年 10 月初めで，年別の内訳は 2017 年 1 人（3.7%），
2018 年 6 人（22.2%），2019 年 20 人（74.1%）で，渡日して 1年未満の実習生が 7割以上を占めた。
3.2.2　来日前の日本語学習期間
　来日前の日本語学習期間は，最短は 3 か月，最長は 18 か月だった。3 か月 7 人（25.9%），4 ～ 6 か





ン 27 人（100%）で，パソコンの保有率は 5割を切ったが，スマートフォンは全員が所有していた。
3.2.4　来日後の日本語学習方法
　質問 4「日本に来てからどのような方法で日本語を学習しているか（選択・複数回答）」で最も多かっ
た回答はスマートフォン 20 人（74.1%），次が教科書 18 人（66.7%）だった。続いて，勉強していない









　スマートフォン，パソコンを選択した 20 人のうち 10 人がアプリ・サイト名を記載していた。「Mazzi」




の漢字検索も可能な英和・和英辞書サイトの「jisho」，「Nihongo Benkyou」は NHK WORLD-JAPAN
が 18 か国語で提供している日本語学習コンテンツ「やさしい日本語」のインドネシア語版「Belajar 
Bahasa Jepang」のことだと思われる 2）。
　教科書を選択した 18 人のうち 10 人が書名を記載していた。『みんなの日本語初級』（スリーエーネッ
トワーク）5人，『新完全マスター』（スリーエーネットワーク）3人，『日本語総まとめ』（アスク出版），
『耳から覚える日本語能力試験』（アルク）各 2人，『新日本語の基礎』（スリーエーネットワーク），「日














学習環境にかかわるコメント ・  働く時間が長いから，勉強する時間が少なくなる。ほとんど
　自分で勉強するので難しい。（ベ）















漢字学習にかかわるコメント ・  漢字の勉強。（ベ）
・  漢字が書けなくて覚えられない。（ベ）
・  漢字と語彙と文法が覚えられない。（ベ）
・  kanji* （イ）




　出身国別による違いも見られた。表 2 の学習環境にかかわる 7 つのコメントはベトナム人実習生 3
人と中国人実習生 4 人によるもので，中国人実習生は参加者 7 人中 3 人が先生がいなくて１人で学習
する難しさに言及していた。会話・聴解にかかわる 9 つのコメントはベトナム人実習生 8 人とインド
ネシア人実習生 1 人によるもので，日本語で話す難しさに関するコメントはすべてベトナム人実習生







人（40.7%），7項目選択 3人（11.1%），6項目 1人（3.7%），5項目 3人（11.1%），4項目 5人（18.5%），
3項目 3人（11.1%），2項目 1人（3.7%）だった。
　交流に関する項目（①②③），教材紹介に関する項目（④⑤），そして，日本文化体験に関する項目（⑥
⑦⑧）の 3 つに分けて見てみると，回答者 27 人全員（100%）が日本文化体験に関する項目の中から 1
項目以上を選択していた。交流に関する項目については 26 人（96.3%），教材紹介に関する項目につい
ては 21 人（77.8%）が 1項目以上を選択していた。
　次に，8項目それぞれについて見ていくと，最も評価が高かったのは日本人学生との交流 24人（88.9%）
だった。2 位は留学生との交流 23 人（85.2%），3 位は書道 22 人（81.5%）で，上位 3 つは回答者の 8
割以上が選択していた。続いて，茶道 21 人（77.8%），日本語学習サイト・アプリの紹介 20 人（74.1%），
































































































































　新型コロナウイルス感染拡大により，2020 年度前学期の富山大学の授業は 4 月下旬に遠隔で開始し
た。国際機構の日本語プログラムについても全科目，Web 会議システム Zoom を用いて同時配信で遠
隔授業を実施した。授業資料の配布や課題の回収等は，富山大学では LMS（Learning Management 
System，学習管理システム）として Moodle が導入されていることから，日本語プログラムの全科目












「漢字 C1」「文法 C1a」「文法 C1b」の 4 つの Moodle 定期試験の内容および試験作成において留意した
点を述べたあと，遠隔でのオンライン定期試験の実施結果を報告する 2）。
2　授業の概要 
　2020 年度前期の中級クラス「漢字 B1」と上級クラス「漢字 C1」「文法 C1a」「文法 C1b」の授業の
【キーワード】　遠隔授業　定期試験　Moodle　漢字　文法
Online Examinations for Remote Japanese Language Classes Using Moodle
－ 21 －






は評価の対象としなかった。定期試験は，「漢字 B1」「文法 C1a」「文法 C1b」では学期半ばの第 7 ～ 8
週に中間試験，第 14 ～ 15 週に期末試験，2 つの定期試験を実施したが，「漢字 C1」では期末試験のみ
を実施した。
表 1　2020 年度前期授業の概要





















































　2020 年度前期の中級クラス「漢字 B1」と上級クラス「漢字 C1」「文法 C1a」「文法 C1b」の定期試
験（100 点満点）の内容を表 3～ 9に示す。いずれの試験も授業中に学習した内容を問うものであり，「文
法C1a」「文法 C1b」の Q7 の作文問題以外は，試験中に教科書や辞書の使用は認めなかった。
表 3　2020 年度前期中級クラス「漢字B1」の中間試験（40 分）の内容
問題の内容 Moodle の問題タイプ 点数と問題数 表示方法 制限時間
Q1 漢字の読みを書く 記述 1 点× 20 問 1 問ずつ 6 分
Q2 同じ仲間の漢字を選ぶ ドラッグ＆ドロップ 1 点× 12 問 全問同時 4 分
Q3 漢字語の品詞を選ぶ 多肢選択（2 択） 1 点× 8 問 1 問ずつ 3 分
Q4 対語を選ぶ 多肢選択（5 択） 1 点× 10 問 1 問ずつ 3 分
Q5 文意に合う漢字語を選ぶ ミッシングワード（3 択） 1 点× 12 問 1 問ずつ 4 分
Q6 漢字を選んで熟語を作る ドラッグ＆ドロップ 1 点× 8 問 全問同時 3 分
Q7 文中の漢字語の形を選ぶ ミッシングワード（3 択） 1 点× 10 問 1 問ずつ 3 分
Q8 読みに合う漢字語を選ぶ 多肢選択（4 択） 1 点× 10 問 1 問ずつ 3 分
　*Q5 は類義語に関する問題，Q6は造語性の高い漢字に関する問題。
表 4　2020 年度前期中級クラス「漢字B1」の期末試験（45 分）の内容
問題の内容 Moodle の問題タイプ 点数と問題数 表示方法 制限時間
Q1 漢字の読みを書く 記述 1 点× 20 問 1 問ずつ 6 分
Q2 漢字を選んで熟語を作る ドラッグ＆ドロップ 1 点× 12 問 全問同時 6 分
Q3 対語を書く 記述 1 点× 10 問 1 問ずつ 6 分
Q4 漢字を選んで熟語を作る ドラッグ＆ドロップ 1 点× 12 問 全問同時 5 分
Q5 漢字を選んで熟語を作る ドラッグ＆ドロップ 1 点× 10 問 全問同時 4 分
Q6 文中の漢字語の助詞を選ぶ ミッシングワード（3 択） 1 点× 10 問 2 問ずつ 3 分
Q7 文意に合う漢字語を選ぶ ミッシングワード（2 択） 1 点× 15 問 1 問ずつ 5 分
　*Q4 は接辞的用法を持つ漢字，Q5は副詞的に使われる漢字，Q7は類義語に関する問題。
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表 5　2020 年度前期上級クラス「漢字C1」の期末試験（40 分）の内容
問題の内容 Moodle の問題タイプ 点数と問題数 表示方法 制限時間
Q1 同音の漢字語を選ぶ 多肢選択（3 択） 1 点× 20 問 1 問ずつ 8 分
Q2 漢字の読みを書く 記述 1 点× 10 問 1 問ずつ 4 分
Q3 文意に合う漢字語を選ぶ ミッシングワード（4 択） 1 点× 15 問 1 問ずつ 6 分
Q4 文意に合う漢字語を選ぶ ドラッグ＆ドロップ 1 点× 15 問 5 問ずつ 6 分
Q5 漢字を選んで複合語を作る ドラッグ＆ドロップ 1 点× 15 問 5 問ずつ 6 分
Q6 漢字を選んで対語を作る ドラッグ＆ドロップ 1 点× 10 問 5 問ずつ 4 分




Moodle の試験結果に書きテストの結果を加えて 100 点満点となる。「漢字 C1」では漢字の書きテスト
は行わなかった。
表 6　2020 年度前期上級クラス「文法C1a」の中間試験（60 分）の内容
問題の内容 Moodle の問題タイプ 点数と問題数 表示方法 制限時間
Q1 文意に合う表現を選ぶ 多肢選択（4 択） 1 点× 20 問 1 問ずつ 7 分
Q2 語句を並べ替えて文を作る ドラッグ＆ドロップ 1 点× 12 問 1 問ずつ 6 分
Q3 前後を組み合わせて文を作る 組み合わせ 1 点× 10 問 5 問ずつ 4 分
Q4 文意に合う表現を選ぶ 多肢選択（2 択） 1 点× 20 問 1 問ずつ 7 分
Q5 動詞等の形を変えて文を作る 記述 1 点× 15 問 1 問ずつ 7 分
Q6 文章中に入る表現を選ぶ ドラッグ＆ドロップ 1 点× 13 問 文章ごと 6 分
Q7 5 つの表現を用いて文章を作る 作文 10 点（1 表現につき 2 点） 15 分
　* Q6 は 3 つの文章（各文章 4 ～ 5の空所）を用意。
表 7　2020 年度前期上級クラス「文法C1a」の期末試験（60 分）の内容
問題の内容 Moodle の問題タイプ 点数と問題数 表示方法 制限時間
Q1 文意に合う表現を選ぶ ミッシングワード（4 択） 1 点× 20 問 1 問ずつ 7 分
Q2 語句を並べ替えて文を作る ドラッグ＆ドロップ 1 点× 14 問 1 問ずつ 7 分
Q3 前後を組み合わせて文を作る 組み合わせ 1 点× 10 問 5 問ずつ 4 分
Q4 文意に合う表現を選ぶ ミッシングワード（2 択） 1 点× 20 問 1 問ずつ 7 分
Q5 動詞等の形を変えて文を作る 記述 1 点× 15 問 1 問ずつ 7 分
Q6 文章中に入る表現を選ぶ ドラッグ＆ドロップ 1 点× 11 問 文章ごと 6 分
Q7 5 つの表現を用いて文章を作る 作文 10 点（1 表現につき 2 点） 15 分
　* Q6 は 2 つの文章（各文章 5 ～ 6の空所）を用意。
－ 24 －
表 8　2020 年度前期上級クラス「文法C1b」の中間試験（60 分）の内容
問題の内容 Moodle の問題タイプ 点数と問題数 表示方法 制限時間
Q1 文意に合う表現を選ぶ ミッシングワード（4 択） 1 点× 20 問 1 問ずつ 7 分
Q2 語句を並べ替えて文を作る ドラッグ＆ドロップ 1 点× 10 問 1 問ずつ 5 分
Q3 文の意味を選ぶ 多肢選択（2 択） 1 点× 5 問 1 問ずつ 3 分
Q4 文意に合う表現を選ぶ ミッシングワード（2 択） 1 点× 20 問 1 問ずつ 7 分
Q5 動詞等の形を変えて文を作る 記述 1 点× 12 問 1 問ずつ 6 分
Q6 文章中に入る表現を選ぶ ドラッグ＆ドロップ 1 点× 15 問 文章ごと 8 分
Q7 9 つの表現を用いて会話文を作る 作文 18 点（1 表現につき 2 点） 20 分
　* Q6 は 3 つの文章（各文章 5つの空所）を用意。
表 9　2020 年度前期上級クラス「文法C1b」の期末試験（60 分）の内容
問題の内容 Moodle の問題タイプ 点数と問題数 表示方法 制限時間
Q1 文意に合う表現を選ぶ ミッシングワード（4 択） 1 点× 17 問 1 問ずつ 6 分
Q2 語句を並べ替えて文を作る ドラッグ＆ドロップ 1 点× 10 問 1 問ずつ 5 分
Q3 文の意味を選ぶ 多肢選択（2 択） 1 点× 8 問 1 問ずつ 3 分
Q4 文意に合う表現を選ぶ ミッシングワード（2 択） 1 点× 17 問 1 問ずつ 6 分
Q5 動詞等の形を変えて文を作る 記述 1 点× 15 問 1 問ずつ 7 分
Q6 文章中に入る表現を選ぶ ドラッグ＆ドロップ 1 点× 15 問 文章ごと 8 分
Q7 9 つの表現を用いて会話文を作る 作文 18 点（1 表現につき 2 点） 20 分
　* Q6 は 3 つの文章（各文章 5つの空所）を用意。









そのため，「文法 C1a」「文法 C1b」の Q7 の作文以外はすべて 1 問 1 点として，問題数を多くするよう
心掛けた。
　第 2に，問題数を多くするには，1問あたりの解答時間を短くする必要がある。そこで，問題全体の
3分の 2以上を選択式，入力式は 3分の 1以下として，学生が短時間で解答しやすいよう選択式を多く
取り入れた。そして，入力式の問題についても答えは文字数が少なく，短時間で入力できるように配
慮した。


















　第 7 に，作文問題については，対面実施の試験では 1 表現につき 1 つ短文を作る，あるいは前後の
文脈に合わせ文を完成するといった出題を行っていたが，これらは短時間で例文をインターネットで
検索できるため，オンライン試験には適していない。そこで，N2 レベルの「文法 C2a」では指定され















である。試験中問題が生じた場合は，Zoom に接続するか Moodle でメッセージを送るなどして連絡す
るように試験開始前に伝え，学生が受験している間はMoodle で表示される学生ひとりひとりの進行状






59 点以下 60 点台 70 点台 80 点台 90 点台 計
漢字B1
中間試験 2人 1人 3人
期末試験 1人 1人 2人
漢字 C1 期末試験 1人 2人 2人 3人 3人 11 人
文法 C1a
中間試験 1人 2人 1人 1人 2人 7人
期末試験 1人 1人 1人 2人 1人 6人
文法 C1b
中間試験 4人 6人 3人 13 人
期末試験 3人 4人 6人 13 人
　各項目の制限時間の設定が適当だったかを検討するために，受験者が解答に要した時間の平均およ
び解答時間切れとなった受験者数，そして，解答時間切れの受験者が何問未記入となっていたかを表
11 ～ 17 にまとめた 4）。たとえば表 12 の Q3 は，終了時間が来るまで試験問題に取り組んだ学生が 2






















Q1 6 分 3 分 14 秒 0 人 - Q1 6 分 2 分 47 秒 0 人 -
Q2 4 分 3 分 23 秒 1 人 0 Q2 6 分 5 分 55 秒 1 人 0
Q3 3 分 1 分 00 秒 0 人 - Q3 6 分 6 分 00 秒 2 人 0, 4
Q4 3 分 2 分 28 秒 0 人 - Q4 5 分 3 分 55 秒 1 人 0
Q5 4 分 3 分 13 秒 1 人 0 Q5 4 分 3 分 16 秒 1 人 0
Q6 3 分 2 分 45 秒 2 人 0, 0 Q6 3 分 2 分 39 秒 1 人 0
Q7 3 分 2 分 47 秒 1 人 0 Q7 5 分 3 分 47 秒 0 人 -











Q1 8 分 3 分 59 秒 0 人 -
Q2 4 分 2 分 26 秒 1 人 0
Q3 6 分 4 分 25 秒 1 人 1
Q4 6 分 4 分 21 秒 3 人 0, 2, 4
Q5 6 分 2 分 44 秒 0 人 -
Q6 4 分 2 分 30 秒 2 人 0, 1
Q7 10 分 6 分 51 秒 0 人 -
　「漢字」の試験については，「漢字B1」の中間試験Q6（漢字を選んで熟語を作る，ドラッグ＆ドロッ
プ）と期末試験Q3（対語を書く，記述），「漢字C1」の期末試験Q4（文意に合う漢字語を選ぶ，ドラッ
























Q1 7 分 6 分 5 秒 2 人 0, 1 Q1 7 分 5 分 31 秒 1 人 1
Q2 6 分 5 分 34 秒 3 人 0, 0, 0 Q2 7 分 5 分 50 秒 0 人 -
Q3 4 分 2 分 56 秒 0 人 - Q3 4 分 3 分 16 秒 1 人 0
Q4 7 分 5 分 32 秒 0 人 - Q4 7 分 5 分 2 秒 1 人 0
Q5 7 分 4 分 1 秒 0 人 - Q5 7 分 4 分 59 秒 1 人 0
Q6 6 分 3 分 18 秒 0 人 - Q6 6 分 2 分 41 秒 0 人 -
Q7 15 分 13 分 32 秒 3 人 Q7 15 分 13 分 24 秒 4 人

















Q1 7 分 6 分 24 秒 7 人 0, 0, 1, 1, 2, 2, 5 Q1 6 分 4 分 52 秒 4 人 0, 0, 2, 6
Q2 5 分 4 分 27 秒 2 人 2, 3 Q2 5 分 4 分 52 秒 7 人 0, 0, 0, 0, 0, 0, 1
Q3 3 分 1 分 53 秒 0 人 - Q3 3 分 2 分 3 秒 1 人 0
Q4 7 分 4 分 54 秒 0 人 - Q4 6 分 4 分 34 秒 2 人 0, 0
Q5 6 分 4 分 50 秒 4 人 0, 0, 3, 3 Q5 7 分 5 分 32 秒 3 人 0, 0, 2
Q6 8 分 4 分 50 秒 0 人 - Q6 8 分 4 分 27 秒 0 人 -













の多さが影響している可能性もある。1 問ずつ順番に解答して時間内に 20 問終える設定であるが，時
間配分が不得手な学生の場合，最初のほうで時間をかけて考えているうちに残り時間が少なくなって














































～ 8）は問題がなかった，6 人（S9 ～ 14）はぎりぎりだった，短かったという回答だった。時間的に
厳しかったと回答した 6 人は，理由として，ゆっくり考える時間が足りないこと（S10，S11，S13），
試験準備が不足していた（S11，S12），入力が得意でないこと（S9），インターネット環境がよくなかっ
たこと（S14）を挙げていた 6）。インターネット環境については，試験実施中に Zoom の接続を切るこ
とによってある程度つながりやすくなったと思われるが，一度にアクセスする学生が多いと接続しづ
らくなることも考えられる。受験者の多くは Q1 → Q2 → Q3 → Q4…と順番に進めていたが，中には
Q6 → Q5 → Q4 → Q3…や Q2 → Q3 → Q4…→ Q1 のように進めた学生もいて，試験終了後に理由をた
ずねたところ，ほかの学生と違う問題から始めたほうがインターネットの接続がうまくいくと思うか
らという回答だった。受験者が多い場合は Q1 から始めるグループ，Q2 から始めるグループというよ
うに試験前に解答順を指定する方法を取ってもよいかもしれない。






































5）インタビューの内容について説明を行い，同意が得られた受講者に対し，2020 年 8 月 11 日（火）～ 14 日（金）






















⑻　富山大学総合情報基盤センター https://www.itc.u-toyama.ac.jp ＞「Moodle インストラクタ用ガイド（富












そして，2018 年 4 月の改革によって，現在の「国際機構」となり現在に至っている。






























































2019 年 4 月 24 日 （ 水 )
（ となみチューリップフェア会場にて )
2019 年 5月 17 日（金）
（富山市民俗民芸村にて）





























　　2019 年 4 月 24 日（水）　ウエルカムパーティ　　　　　　　　　　　　参加者 30 名
　　2019 年 7 月 3 日（水）　ウェアウエルパーティ　　　　　　　　　　　参加者 45 名
　　2019 年 10 月 30 日（水）　ウエルカムパーティ＆ハローウィンパーティ　参加者 40 名
　　2019 年 12 月 18 日（水）　クリスマスパーティ　　　　　　　　　　　　参加者 35 名
2019 年 6 月 19 日 （ 水 )
（ 富山大学高岡キャンパスにて )








国際交流行事 期日 主催団体 内容
高岡市国際交流協会総会 5月 25 日（土） 高岡市国際交流協会 講演
内閣府「会議北方領土教育の加速のため
の ITCコンテンツの提言」有識者会議
11 月 2 日（土）
2020 年


















　　　日時：2019 年 4 月 2 日（火）9：30 ～（部局ごとに終了）
　　　場所：（五福キャンパス）共通教育棟Ｄ 11 教室
 　　　（杉谷キャンパス）看護学科研究棟 11 教室






　　学　部　生：　33 人（うち 17 人は非正規生）















　　　日時：2019 年 10 月 9 日（水）16：30 ～（部局ごとに終了）
　　　場所：（五福キャンパス）共通教育棟Ｄ 11
 　　　（杉谷キャンパス）看護学科研究棟 11 教室
　＜対象者＞




　　学　部　生：　43 人（うち 39 人は非正規生）











　　新入留学生　11 人，　協力した先輩留学生　12 人　　（計：23 人）
7　富山大学の学生のグローバル人材育成にかかる活動
（1) 人間発達科学部の専門科目「国際交流活動論」の実施
　2016 年度，2017 年度 2018 年度に続き，2019 年度も後期において人間発達科学部の専門科目「国際
交流活動論」（コーディネータ：人間発達科学部 橋爪和夫教授）の講義を国際機構の教員が担当した。

























₆．日時：2020 年 2 月 12 日 ( 水 ) 14:00 ～ 16:30，
₇．場所：富山大学国際機構棟 2階 講義室３
₈．セミナー内容：





























　また，冒頭に述べたが，1999 年 4 月に設置された富山大学の留学生センターが 2013 年 10 月に国際




































級，上級の 3つのレベル別クラスを開講している。2019 度は，前期（2019 年 4 月～ 9月）と後期（2019






　前期は，初級クラスが 16 人（うち 4 人は中級クラスも同時に受講），中級クラスが 38 人（うち 4 人
は初級クラス，8人は上級クラスも同時に受講），上級クラスが 30 人（うち 8人は中級クラスも同時に
受講），計 72 人が日本語課外補講（ライデン大学短期日本語研修プログラム，総合日本語コースを含む）
を受講した。72 人の在籍身分別の内訳は，大学院生 22 人，特別聴講学生 28 人，研究生 6 人，特別研
究学生 6 人，科目等履修生（県費留学生，日本語・日本文化研修留学生）6 人 , 特別研究員 1 人，外国
人研究員 3人である。国・地域別の内訳は，中国 28 人，オランダ 10 人，台湾，タイ各 5人，ベトナム，
ロシア各 4人，インド，韓国各 3人，フィンランド 2人，アメリカ，インドネシア，スロバキア，チリ，
バングラデシュ，フィリピン，ベルギー，ラオス各 1 人である。また，所属別の内訳は，理工学教育
部 19 人，人間発達科学部 15 人，人文学部 13 人，経済学研究科 8 人，経済学部 7 人，医学薬学教育部
3人，芸術文化学部，人文科学研究科各 2人，工学部，芸術文化学研究科，人間発達科学研究科各 1人
である。
　後期は，初級クラスが 31 人（うち 1 人は中級クラスも同時に受講），中級クラスが 19 人（うち 6 人
は上級クラスも同時に受講），上級クラスが 53 人（うち 6 人は中級クラスも同時に受講），計 96 人が
日本語課外補講（総合日本語コースを含む）受講した。96 人の在籍身分別の内訳は，研究生 28 人，大
学院生 27 人，特別聴講学生 18 人，特別研究学生 9 人，科目等履修生（県費留学生，日本語・日本文
化研修留学生）9 人，研究員 4 人，研究生（教員研修留学生）1 人である。国・地域別の内訳は，中国
59 人，ベトナム 9 人，韓国 7 人，インド，ブラジル各 4 人，タイ 3 人，ロシア 2 人，インドネシア，
台湾，チェコ , トルコ，パキスタン，バングラデシュ，フィリピン，マレーシア各 1 人である。また，
所属別の内訳は，理工学教育部 19 人，工学部 17 人，人文学部 15 人，経済学研究科 11 人，経済学部 9人，










　2019 年度前期は，国際機構専任教員 4 人（副島健治，田中信之，バハウ・サイモン・ピーター，濱





　前期は 2019 年 4 月 11 日（木）～ 8月 2日（金）を授業期間とした。曜日調整のため， 5 月 9 日（木）
と 7 月 12 日（金）は月曜日の授業を行った。後期は 2019 年 10 月 7 日（月）～ 2020 年 2 月 7 日（金）
を授業期間とした。曜日調整のため，10 月 16 日（水）と 11 月 7 日（木）は月曜日の授業，10 月 25 日（金）
は火曜日の授業，12 月 24 日（火）は金曜日の授業を行った。また， 12 月 25 日（水）～ 1月 6日（月）
は冬季休業，1月 17 日（金）は大学入試センター試験準備日のため，2月 4日（火）は曜日調整のため，
と休講とした。 
　オリエンテーションは，前期は 4 月 5 日（金），後期は 10 月 4 日（金）に開催した。前期は専任教











　前期は週 36 コマ，後期は週 35 コマ授業を行った。前期の時間割を表 1，後期の時間割を表 2に示す。
表 1　2019 年度前期 日本語課外補講（五福）時間割
曜 限 初級クラス 中級クラス 上級クラス
月
1 文法A1 ( 横堀 )
2 文法 A1 ( 横堀 ) 表現技術 C1 ( 濱田 ）
3 聴解・会話B1 ( 横堀 )
4 漢字 B1a ( 濱田 )
火
1 文法A1 ( 要門 ) 文法・読解B1a ( 副島 )
2 生活日本語A1a（バハウ） 文法A1 ( 要門 ) 文法・読解B1a ( 副島 ) 漢字 C1 ( 濱田 )




1 文法A1 ( 要門 ) 文法・表現B1a ( 中河 )
2 文法 A1 ( 要門 ) 文法・表現B1a ( 中河 )
3 会話 C1 ( 高畠 )
4 日本文化 C1 ( 中河 )
木
1 文法A1 ( 横堀 ) 文法・表現B1a ( 要門 ) 文法 C1a （ 濱田 ）
2 生活日本語A1b（副島） 文法A1 ( 横堀 ) 文法・表現B1a ( 要門 ) 文法 C1b （ 濱田 ）
3 聴解・会話A1 ( 横堀 ) 作文 B1a ( 田中 ) 作文 C1 （ 要門）
4 読解 C1 ( 田中 )
金
1 文法A1 ( 田中 ) 文法・読解B1b ( 副島 )
2 文法 A1 ( 田中 ) 文法・読解B1b ( 副島 )
3 文法 B1 ( 田中 )
  ＊ 1 限 8：45 ～ 10：15，2 限 10：30 ～ 12：00，3 限 13：00 ～ 14：30，4 限 14：45 ～ 16：15
表 2　2019 年度後期 日本語課外補講（五福）時間割
曜 限 初級クラス 中級クラス 上級クラス
月
1 文法A2 ( 中野 ) 文法・表現B2a ( 田上 )
2 文法 A2 ( 中野 ) 文法・表現B2a ( 田上 )
3 漢字 B2 ( 濱田 ) 聴解 C2 ( 田上 )
4 漢字 C2 （ 濱田 ）
火
1 文法A2 ( 田中 ) 文法 B2 ( 中野 )
2 生活日本語A2a（副島） 文法A2 ( 田中 ) 聴解・会話B2 ( 中野 ) 表現技術 C2（ 濱田 ）
3 聴解・会話 A2 ( 藤田 ) 読解 C2a ( 田中 )
4 読解 C2b ( 藤田 )
水
1 文法A2 ( 田中 ) 文法・読解B2a ( 副島 )
2 文法 A2 ( 田中 ) 文法・読解B2a ( 副島 )
3 会話 C2 ( 要門 )
4 作文 C2 ( 要門 )
木
1 文法A2 ( 田上 ) 文法・読解B2b ( 副島 )
2 文法A2 ( 田上 ) 文法・読解B2b ( 副島 ) 文法 C2 ( 濱田 )
3 漢字A2 ( 高畠 ) 作文 B2 （ 濱田 ） 日本文化C2 ( 田上 )
4
金
1 文法A2 ( 田中 ) 文法・表現B2b ( 松岡 )
2 生活日本語A2b（副島） 文法 A2 ( 田中 ) 文法・表現B2b ( 松岡 )
　　＊ 1 限 8：45 ～ 10：15，2 限 10：30 ～ 12：00，3 限 13：00 ～ 14：30，4 限 14：45 ～ 16：15
5.2　初級クラスの授業内容
　初級クラスでは，前期，後期ともに，午前は月曜日から金曜日まで毎日 2 コマ連続で「文法」の授




　「文法」の授業週（10 コマ）では，『みんなの日本語 初級』Ｉ，II 第 2 版（スリーエーネットワー




第 1週 1課～ 3課 第 9週 28 課～ 30 課
第 2週 4課～ 6課 1課～ 6課試験 第 10 週 31 課～ 33 課 26 課～ 32 課試験
第 3週 7課～ 12 課 第 11 週 34 課～ 37 課
第 4週 13 課～ 14 課 7 課～ 12 課試験 第 12 週 37 課～ 39 課 33 課～ 38 課試験
第 5週 15 課～ 18 課 第 13 週 40 課～ 43 課
第 6週 19 課～ 21 課 13 課～ 18 課試験 第 14 週 44 課～ 45 課 39 課～ 45 課試験
第 7週 22 課～ 25 課 第 15 週 47 課～ 50 課
第 8週 26 課～ 27 課 19 課～ 25 課試験




　「漢字」の授業では，『（新版）Basic Kanji Book Vol.1』（凡人社）をメインテキストとし，漢字を勉
強するために必要な知識を身につけると同時に，漢字の読み書きが正確にできるようになることを目
指した。




　中級クラスでは，前期は，「文法・表現」，「文法・読解」の授業を各科目とも週 2 日 2 コマ連続で各
4コマ，「漢字」，「文法」，「聴解・会話」，「作文」の授業を各科目週 1コマ行った。後期は，「文法・表現」，






をメインテキストとして，『日本語中級Ｊ 301』は 1 日（2 コマ）の授業で 1 課進むペース，『日本語中































































回答する形とした。表 4 に前期，表 5 に後期の結果をまとめた。なお，自由記述については，基本的
に学生が記述したとおりに掲載している。




オリエンテーション出席者(16人) ・ オリエンテーションの掲示を見た (5 人 )
・ 専門の先生にきいた (5 人 )
・ 国際機構の先生にきいた (2 人 )
・ 事務の人にきいた (1 人 )





オリエンテーション欠席者 (5 人 ) ・ 専門の先生にきいた（2人）
・ 国際機構の先生にきいた（0人）
・ 友だちにきいた（3人）
・ 事務の人にきいた (0 人 )
・ その他（0人）
・ 無回答 (0 人 )
2．どのクラスに出席したか 初級： 6 人
中級： 5 人
上級： 10 人
3．授業科目数の希望 今のままでいい（20 人） ：初級 6人，中級 4人，上級 10 人
多くしてほしい（0人）
少なくしてほしい（1人） ：中級 1人
4．授業科目の希望 今のままでいい（17 人） ：初級 6人，中級 4人，上級 7人
新しい科目を作ってほしい ：中級 2人，上級 2人
 →見学，発音，今はわからない
5．来期の授業時間帯の希望 いつでもいい（5人） ：初級 1人，中級 2人，上級 2人
専門の時間割がわからないので答えられない（5人） ：初級 1人，中級 2人，上級 2人
午前 1・2限（6人） ：初級 2人，中級 1人，上級 3人
午後 3・4限（4人）： 初級 2人，上級２人
その他（1人）：上級 1人…（月金以外です）
その他









オリエンテーション出席者(16人) ・ オリエンテーションの掲示を見た (3 人 )
・ 専門の先生にきいた (6 人 )
・ 国際機構の先生にきいた（2人）
・ 事務の人にきいた (3 人 )

















上級： 6 人 
3．授業科目数の希望 今のままでいい（20 人）：初級 10 人，中級 4人，上級 6人
多くしてほしい（1人）: 初級 1人：ちょうかいのじかんをながくしてほしい。 
少なくしてほしい（1人） : 中級 1人






専門の時間割がわからないので答えられない（10 人） ：初級 5人，中級 1人，上級 4人
午前 1・2限（7人）：初級 4人，中級 2人，上級 1人




　・ Each lesson should have 2 days to learn. （初級）

































　2019 年度は，参加学生 10 人が 4 月 8 日に富山に到着し，7 月 6 日にオランダへ帰国するというスケ















　授業は，月曜日から金曜日まで 1日 2コマから 3コマで，中級クラスの科目を受講した。必修科目は，
「文法・読解B1ab」，「文法・表現B1b」「聴解・会話B1」，「漢字B1a」，「作文B1」の 5科目とした。また，












月曜日 聴解・会話B1( 横堀 )
漢字 B1a
( 濱田 )





水曜日 文法 ・表現 B1a( 中河 )
文法 ・表現 B1a
( 中河 )













　「特別指導 B1」は，専任教員 4 人（副島健治，田中信之，バハウ・サイモン・ピーター，濱田美和）


























・ It was very fun and educative, but the reality is that the level of classes did 
not always seem to connect to well to the Leiden curriculum (either too hard 
or too easy.)
・ It was educational and fun. Sadly my health wouldn’t allow me to come 
frequently to the classes, but the classes that I could follow were very fun.
・ The lessons really had varying degrees of difficulty. I often didn’t feel like 
I was learning anything from the lessons and was only there in order to 
better my listening skills on account of the teacher’s Japanese (mostly in the 
beginning). I didn't feel like all the tests necessarily matched the lessons. With 
this I refer to the fact that some tests were either strangely easy or suddenly 
difficult (difficult mostly due to a sudden jump in the amount of teachings that 
needed to be learned and remembered for the test). 
・ I feel like the focus on vocabulary could have been better. Since we hardly 
use Japanese in the Netherlands, a large part of the difficulty is actually 
having a limited vocabulary and trouble remembering many words. Words we 
looked at in the lessons were often not used after one particular lesson, which 
made me forget them often. Meanwhile, the words we did have to learn for a 
couple of small tests were usually not useful. There was for example the word 
‘contrasting colour’. I get that this might be useful in some situations, but 
for people still learning the language, the effort of remembering would be 
much better spent on learning words we could actually use in daily life. 
・ The language program was quite the challenge for me since the education 
system/learning system is quite different than the one in the Netherlands. 
Because there is a big focus on remembering different grammar structures 










・ Of course it got better, definitely because I have been in Japan for 3 months, 
but the truth is also that being here has taught me that I still have a long 
way to go.
・ 自信が大きくなりましたが，新しい文法を使いませんでした。
・ In the end I feel like I have learned more from speaking a lot with Japanese 
people than by some of the classes.
・ While I believe I am much better now at having a conversation with someone, 
I am often still searching for words or considering which grammatical 
construction would be best for me to explain what I want to say. I must say 
that there is a great improvement in how I feel about talking now. I used to 
get kind of stressed because the Japanese language is kind of an unfamiliar 
territory for me, making it so that I sometimes shut out what it is someone 
is saying purely because I was kind of stressed out by the language. I have 
that a lot less now, only when people for example give a speech I get sort 
of nervous because I can’t follow the pace of a person speaking fluently on 
subjects I am not all that familiar with in terms of vocabulary. I am trying 
to become better, and I certainly believe that the large amount of talking 
the teachers do in the lessons has helped my understanding. Since basically 
all Japanese people I’ve met are very nice, I am also not afraid to make 
mistakes whilst talking, which has helped me practice. I do wish in the 
lessons there had been a little more opportunity for speaking with Japanese 
people, but I understand that this would be difficult to arrange with a large 
group. The kaiwa lessons in which we had to speak with Japanese people did 
motivate me to try to improve my speaking, since everyone in the group was 
counting on you to keep conversing.
・ I still have a long way to go, but I believe I have made some important steps 
in my time here in getting used to the language as well as just improving 
myself through trial and error.
・ I did learn new grammar structures but wasn’t able to apply them to real 
life situations. A small amount of the kanji I have learned over the last 3 
months have appeared all around the city of Toyama and outside Toyama, so 
I was able to apply my new learned words in real life and was able to read 
them. The thing that probably improved to most is my conversation skill in 
Japanese. Not only did I gain more confidence in speaking Japanese, but I’m 
also able to speak Japanese with people and make them understand what I’m 
saying. Something I wasn’t really able to do before I came to Toyama.
－ 49 －
・ Because the focus of the program and the lessons seemed to be on training 
vocabulary, there wasn’t enough time to focus on grammar and practice 
with the grammar. I feel like I only became a little better because of my 
improved listening and writing skills.
・ いつどこでも日本語が使えるから。









・ It says to only choose 1, I understand, but I chose listening and speaking 
because I believe these skills are both part of the “conversation” skill. 
Being here has removed many worries about actively using Japanese from 
person-to-person. The daily requirements to use the language, whether it be 
in class, with (Japanese) friends, or even in the supermarket has definitely had 




・ I have more confidence in speaking now, which also was my main goal.
・ Since no one could really speak English, I was forced to try my best at 
Japanese. Due to no real life practice, my speaking skills were pretty bad 
before coming to Japan. Now I do always try to keep up with speaking 
Japanese and I’m also not scared to try even though I might make mistakes. 
I’ve become more accepting of my speaking skills and have had to practice 
them a lot so they have definitely improved most.
・ The thing that probably improved to most is my conversation skill in 
Japanese. Not only did I gain more confidence in speaking Japanese, but I’m 
also able to speak Japanese with people and make them understand what I’m 

















・ Hamada-sensei helped me out when I needed it and also made sure I was 
okay and had a good time.
・ The mentor meetings we’ve had were mainly there to check how are 
Japanproject was going and to tell about the different places we’ve been to. 
They weren’t extremely necessary in my opinion but they did make sure 









・ Due to the Japanproject, we lost quite a bit of time which could have been 









・ Everyone was always very nice and prepared to help, which made me feel 
very welcome.
・ At the time of the leakage in my apartment, I was helped quite quickly 
by contacting my student tutor and Kurimoto-san. They both helped me 
out quite a lot and quick as well. The business cards we received from the 














・It was very pretty and interesting, but the interview was a bit embarrassing.
・I think it’s really cool that we got the opportunity to go there and I was 
surprised at how happy everyone seemed that we were there. While the fair 
was not all that special to me since we have a lot of tulips in the Netherlands, 
the people there really made it worthwhile. They really had a way of making 
you feel like honored guests and they were all really nice people!
・I would have loved to go on more trips outside the lessons, but due to 
Japanproject we didn’t have that much time to go on more trips.











・I thought it was heartwarming that the mayor received us so warmly and 
that the Dutch flag was hung on display outside. It was a little nervewrecking 
for me since I was afraid I would mess up my Japanese, and the mayor’s 
speech was a bit hard for me to follow, but I felt very welcomed by these 
people. It was clearly visible they tried their best to prepare for our visit 
and they also took time out of their day to receive us and I thought that was 
really really nice. Couldn’t have asked for a more welcoming experience.
・The glasfactory made my heart sing. I can’t believe I got to do that! I think 
I don’t need to elaborate on how much fun this was for me, since I don’t think 
there’s a single picture from that day where I’m not smiling like crazy. That 
was an incredible opportunity with, again, many nice people and I love that I 
got to take my own design home!
・Both were very enjoyable. I was quite nervous at the Mayor’s office, but both 
the Mayor’s visit and the Glass factory were an experience to never forget. 








・Sadly I was a little late for this activity, but the enthusiasm with which 
everyone did their best to explain their work to us was truly great. I was 
really impressed by all the amazing art and I really liked how everyone took 
their time to answer all my questions.
・To me Takaoka Campus felt like my dream university. I was very happy 
I could go there and experience what it was like to go there. I’m also very 














・The children were really sweet and enthusiastic! It was a lot of fun to talk to 
them!
・I really enjoyed the time at the middle school and it was also very interesting 
in seeing how a Japanese Middle school is run. The children were very 
excited to get to know us and play games with us. I would definitely 




・I have mentioned this a few times, but the level isn’t quite compatible to what 
we have learned before. It did not always connect too well. In the end I am 
however happy with all we have learned and done.
・It was a lot of fun! I’m glad I was assigned a wonderful tutor, Miuna, who 
helped me a lot and who went out to do fun things with me and classmates. 
I’m also very happy I was able to join the scuba diving club. Because of that 
I met many wonderful people and was able to get my license and really feel 
like I was part of the club. My personal guidance teacher Hamada-sensei also 
helped me out a lot and was really nice to me. I was able to learn a lot and 
become more confident in my conversation skill because of all of the great 
people I have spoken with. I really made many wonderful memories and new 
friends and thanks to the program this was made possible.
・I think the lessons were usually too long. While we had 3 hour lessons, I didn’t 
feel like we made much progress in those hours. The lessons should either 
have been shorter or more useful. I don’t believe it’s necessary to spend an 
hour and a half solely on checking homework.
－ 51 －
・I feel like the amount of words that the teachers expected us were too much 
along with the classes. We all felt like we were overwhelmed at times by the 
sheer number of vocabulary words that we needed to know with every test. 
The number of classes were good, but with the added workload of so much 
vocabulary and so many tests in these three months, I felt like I would have 
been better off with more grammar and less words, because I’m not going 
to remember all of them. I think it’s a shame because I really enjoyed the 
















総合日本語コース報告（2018 年 10 月～ 2019 年 8月）
濱田　美和
1　はじめに
　総合日本語コースは，日本語・日本文化研修留学生のために，2004 年 10 月に開設した日本語プログ
ラムである。富山大学の外国人留学生全体の中で，日本語・日本文化研修留学生の占める割合は低い
ため，本コースの授業科目はいずれも日本語課外補講上級及び中級クラスとの合同授業として開講し
ている。2005 年 9 月に初めて本コースの修了生を送り出し，2018 年 10 月に 15 期目の学生を迎えた。




　「2018 年度富山大学日本語・日本文化研修留学生プログラム」に参加した学生は 4 人で，秋期，春
期ともに総合日本語コースを受講した。学生の出身国・地域はインドネシア，チリ，ベトナム，ベルギー
各 1人で，所属は人文学部と人間発達科学部各 2人だった。
　総合日本語コースの授業科目として，2018 年度は秋期に上級 9 科目と中級 6 科目，春期に上級 9 科
目と中級 7 科目を提供した。総合日本語コースの授業科目は必修科目ではないが，本学の日本語・日
本文化研修留学生プログラムの修了要件の一つとして，学部や教養教育の授業科目及び総合日本語コー
スの授業科目の中から各期 8 科目以上の履修が義務づけられている。2018 年度の日本語・日本文化研
修留学生の総合日本語コースの受講状況は 11 科目が 2 人（1 人は秋期 5，春期 6，もう 1 人は秋期 4，
春期 7），9科目（秋期 5，春期 4）が 1人，8科目（秋期 4，春期 4）が 1人だった。
2.2　協定校からの短期留学生
　総合日本語コースは，日本語・日本文化研修留学生のために開設した日本語プログラムであるが， 
2006 年 10 月より，本学との学術交流協定に基づく短期留学生も総合日本語コースに参加可能となり，
中級レベル以上の日本語力を有する短期留学生は総合日本語コースを受講している。短期留学生につ
いては，留学期間が 1 年の学生が大半であるが，一部半年の学生がいること，また，留学期間が 1 年
の学生についても秋期，春期のいずれかの期のみを受講する学生もいることから，期ごとに受講状況
を述べる。
　受講者数については，秋期は 17 人で，出身国・地域別の内訳は中国が 9 人，台湾が 3 人，韓国とロ
シアが各 2 人，ベトナムが 1 人，所属別の内訳は人文学部が 8 人，人文科学研究科が 3 人，経済学研
究科が 2人，経済学部，人間発達科学部，工学部，人間発達科学研究科が各 1人だった。春期は 20 人で，
出身国・地域別の内訳は中国が 7 人，台湾が 5 人，韓国が 3 人，ロシアが 3 人，アメリカとベトナム
が各 1人，所属別の内訳は人文学部が 9人，経済学研究科が 4人，経済学部が 3人，人間発達科学部 2人，
人文科学研究科と人間発達科学研究科が各 1人だった。
　履修科目数については，秋期は 7科目が 1人，5科目が 2人，4科目が 2人，3 科目が 4人，2科目が 1人，
1 科目が 7 人，春期は 8 科目が 1 人，7 科目が 6 人，6 科目が 1 人，5 科目が 2 人，4 科目が 4 人，3 科








　秋期は，2018 年 10 月 9 日（火）～ 2019 年 2 月 8 日（金）を授業期間，2月 12 日（火）～ 2月 18 日（月）
を補講期間とした。12 月 25 日（火）～ 1月 4日（金）は冬季休業，1月 18 日（金）は大学入試センター
試験準備日のため，休講とした。また，曜日調整のため，11 月 21 日（水）と 1月 15 日（火）は月曜日，
11 月 22 日（木）は金曜日の授業を行い，2月 4日（月）は休講とした。春期は，2019 年 4 月 11 日（木）
～ 8 月 2 日（金）を授業期間，8 月 5 日（月）～ 8 月 9 日（金）を補講期間とした。曜日調整のため，
5月 9日（木）と 7月 12 日（金）は月曜日の授業を行った。
　学期ごとにコーディネーターの濱田がオリエンテーションを行った。実施日は，秋期は 2018 年 10













表 1　総合日本語コース授業概要（2018 年 10 月～ 2019 年 8月）
授業科目名
(開講曜限 )[ 担当 ]
授業概要




秋期：読解C2b（木 4)[ 田中 ]





秋期：文法C2 （木 2)[ 濱田 ]
春期：文法C1a（木 1)[ 濱田 ]
　　　文法C1b（木 2)[ 濱田 ]
大学での学習，研究に必要な上級の文法・表現を整理し，多くの練習問題を解
きながら習得する。日本語能力試験受験対策も行う。秋期は『日本語能力試験
レベルアップトレーニング 文法 N1』（アルク），春期は文法 C1a で『TRY! 日
本語能力試験 N2 文法から伸ばす日本語 改訂版』（アスク出版），文法 C1b で
『TRY! 日本語能力試験 N1 文法から伸ばす日本語 改訂版』（アスク出版）を主
教材として使用する。
－ 54 －
秋期：作文C2（月 3)[ 田上 ]




秋期：聴解C2（水 3)[ 要門 ]





秋期：会話C2（火 3)[ 高畠 ]




秋期：漢字C2（月 4)[ 濱田 ]
春期：漢字C1（火 2)[ 濱田 ]
日常生活や大学の講義で用いられている漢字・漢字語の意味を理解し，正し
く読み，書き，使う力を身につける。『INTERMEDIATE KANJI BOOK 漢字
1000PLUS』Vol.2（凡人社）を主教材として使用する。
秋期：表現技術C2（月 2)[ 濱田 ]




秋期：日本文化C2（水 4)[ 中河 ]





秋期：文法・表現B2a（火 1・2)   
     [ 高畠 ]，b（水 1・2)[ 中河 ]
春期：文法・表現B1a（水 1・2)   




秋期：文法・読解B2a（木 1・2)   
     [ 副島 ]，b（金 1・2)[ 中野 ]
春期：文法・読解B1a（火 1・2)   











秋期：作文B2（木 3）［ 濱田 ］








春期：聴解・会話B1（月 3)[ 横堀 ] 中級レベルに必要なオーラル・コミュニケーション能力を伸ばすことを目的と
して，話すことに焦点を置き，ディスカッション，ショート・プレゼンテーショ
ンなど様々なタスクを行う
秋期：漢字B2 （月 3)[ 濱田 ]
春期：漢字B1a（月 4)[ 濱田 ]
日常生活や大学の講義で用いられている漢字・漢字語の意味を理解し，正し
く読み，書き，使う力を身につける。『INTERMEDIATE KANJI BOOK 漢字
1000PLUS』Vol.1（凡人社）を主教材として使用する。
春期：漢字B1b（火 3)[ 水田 ] 日常生活や大学の講義で用いられている漢字・漢字語の意味を理解し，正しく
読み，書き，使う力を身につける。『新版 BASIC KANJI BOOK』Vol.2（凡人社）
を主教材として使用する
*1 限 8：45 ～ 10：15，2 限 10：30 ～ 12：00，3 限 13：00 ～ 14：30，4 限 14：45 ～ 16：15
*1 回 90 分（上級レベルの全科目，文法B1，聴解・会話B2・B1，作文 B2・B1，漢字 B2・B1ab）あるいは 180 分（文法・






でも説明している。この基準をもとに授業担当者が，秀（90 点以上），優（80 点～ 89 点），良（70 点





外に，総合日本語コース全体についてはインタビュー調査（実施日：2019 年 1 月 29 日（火）～ 30 日





















をC1a と C1b，N2 と N1 の２つから選ぶのはいいと思う。
・ 日本語能力試験に適当だった。ちょうどよかった。































































































































・ 不便なところは電気料金がとても高いことで，１か月の電気料金が国の 6 か月分だっ
た。いいところは，私は富山以外に東京，大阪，北海道などに行ったが，富山の人は
他のところの人よりとてもやさしかった。ここで留学したのはよかった。























　総合日本語コースは，第 12 期より上級クラスに加えて新たに中級クラスの提供を始め，今回第 15
期はその 4 年目である。総合日本語コースは上級クラスの受講者が多く，第 15 期についても秋期は上
級クラスが 18 人，中級クラスが 4 人（うち 1 人は上級クラスも受講），春期は上級クラスが 17 人，中
級クラスが 12 人（うち 5 人は上級クラスも受講）と，上級クラスのほうが多かったが，春期について
は中級クラスの受講者も多く，これまでで最多であった。短期留学生の多くは 9月末に来日し，1年間















　以下，表 1に 2019 年度前期，表 2に 2019 年度後期の集計結果をまとめた。1人の学生が複数の授業
科目に答えているため，括弧内の人数はいずれも延べ人数を表す。評点は 5 段階評価で，値が大きい
ほど良い評点であることを示す。「とてもよかった」を 5点，「よかった」を 4点，「ふつう」を 3点，「あ





とてもよかった (17 人 )
よかった (0 人 )
ふつう (0 人 )
あまりよくなかった (0 人 )
ぜんぜんよくなかった(0人)
5.0
・The content of the class is completely satisfactory and delivering the 
subject in very appropriate manner. （文法A1）
2．授業のレベル
ちょうどよかった (3 人 )
よかった (4 人 )
ふつう (0 人 )
あまりよくなかった (0 人 )
ぜんぜんよくなかった(0人)
4.4
・Irregular to class sometimes feel the level is high. （文法A1）
3．授業の進度
ちょうどよかった (3 人 )
よかった (3 人 )
ふつう (1 人 )
あまりよくなかった (0 人 )
ぜんぜんよくなかった(0人)
4.3
・With the time level is increasing gradually and the progress of 
the class is good． （文法A1)
4．教科書・プリント
とてもよかった (6 人 )
よかった (1 人 )
ふつう (0 人 )
あまりよくなかった (0 人 )
ぜんぜんよくなかった(0人)
4.9
・Providing teaching material in digital format may help the student 
in better way. It can be helpful for student to study at any time and 
there is no necessity of carrying the soft copy. （文法A1）
5．教え方
とてもよかった (7 人 )
よかった (0 人 )
ふつう (0 人 )
あまりよくなかった (0 人 )
ぜんぜんよくなかった(0人)
5.0
・ Based on student Japanese level sensei’s are teaching and making the 
student to understand the topic within the time duration. （文法A1）
－ 60 －
6．どのぐらい出席したか
80％～ 100％ (5 人 )
60％～ 80％ (1 人 )
40％～ 60％ (1 人 )
20％～ 40％ (0 人 )
0％～ 20％ (0 人 )
－
欠席した理由
・ 専門の授業やゼミがあったから (2 人 )
I couldn’t put my 100% percent as sometimes I’m busy with the 
research work. （文法A1）
・ アルバイトがあったから (1 人 )
・ 病気のため (0 人 )
・ その授業に興味がなかったから (0 人 )
・ その他 (0 人 )
7．予習・復習をしたか
かなりした (4 人 )
すこしした (2 人 )
ぜんぜんしなかった (1 人 )
－
その他
・I think that each of my teacher is perfect, everyone has his/her special but Useful teaching method, what they have 




とてもよかった (11 人 )
よかった (8 人 )
ふつう (2 人 )







・ Content was good. （聴解・会話A2）
・ Content of the class are easy to understand. （聴解・会話A2）
・ もっと ちょうかいれんしゅうが ほしいです。（聴解・会話A2）
・ 授業内容はおもしろいです。（漢字A2）
2．授業のレベル
ちょうどよかった (7 人 )
よかった (10 人 )
ふつう (3 人 )





ないと思います。For example, given a sentence in English, and ask us 
to translate into Japanese. （文法A2）
・A little difficult for the people who was not enough preparation.（文法
A2）
・ Level of the class is not too difficult for students. （聴解・会話 A2）
・ A little difficult, but its ok. （聴解・会話A2）
3．授業の進度
ちょうどよかった (8 人 )
よかった (12 人 )
ふつう (1 人 )
あまりよくなかった (0 人 )
ぜんぜんよくなかった(0人)
4.3
・ Progress of the class is not too fast but I think 2 days for 1 lesson is 
better.（聴解・会話A2）




とてもよかった (12 人 )
よかった (7 人 )
ふつう（1人）






・ Materials are easy to learn. （聴解・会話A2）
・ Teaching materials are very good. （聴解・会話A2）
5．教え方
とてもよかった (14 人 )
よかった (7 人 )
ふつう (0 人 )
あまりよくなかった (0 人 )
ぜんぜんよくなかった(0人) 4.7
・ ある教師はとてもいいです。（文法A2）




・ Students can practice with each other. だいすきです。（聴解・会話A2）
・ Teaching method is easy to understand. （聴解・会話A2）
・ 先生はとても親切な人で，教え方がとてもいいです。（漢字A2）
・ Soejima sensei is very kind teacher. He is cooperative. Method of 




80％～ 100％ (14 人 )
60％～ 80％ (5 人 )
40％～ 60％ (0 人 )
20％～ 40％ (1 人 )












かなりした (10 人 )
すこしした (10 人 )
ぜんぜんしなかった (1 人 )
－







・I think each lesson should has 2 days to learn. （文法A2）
・“Listening & Speaking A2” should be 2 days a week. （聴解・会話A2）





・I started this class as zero Japanese knowledge. But at the time of completion I’ve learnt much about Japanese 
language, Japanese culture and nature of Japanese people which is very kind. I realized it was my best decision to 









　2019 年度日本語プログラム（中級）を受講した受講生は，前期においては，課外補講 25 人（うちラ
イデン大学からの短期研修留学生 10 人），総合日本語コース 13 人（日本語・日本文化研修留学生 2人，
協定校からの交換留学生 11 人），計 38 人であった。後期においては，課外補講 12 人，総合日本語コー




　表１は 2019 年度前期，表２は 2019 年度後期に実施したアンケートの結果をまとめたものである。







（日本語課外補講 16人， 総合日本語コース 41 人 ,  不記入 3人）
質問項目（回答者延べ数） 評点 自由記述
1．授業内容
とてもよかった (40 人 )
よかった (19 人 )
ふつう (0 人 )


















ちょうどよかった (29 人 )
よかった (24 人 )
ふつう (4 人 )








ちょうどよかった (34 人 )
よかった (18 人 )
ふつう (6 人 )












とてもよかった (39 人 )
よかった (17 人 )
ふつう (3 人 )













とてもよかった (46 人 )
よかった (12 人 )
ふつう (2 人 )

















80％～ 100％ (46 人 )
60％～ 80％ (7 人 )
40％～ 60％ (4 人 )
20％～ 40％ (3 人 )









かなりした (22 人 )
すこしした (37 人 )

































（日本語課外補講 6 人， 総合日本語コース 13 人 ,  不記入　0人）
質問項目（回答者数） 評点 自由記述
1．授業内容
とてもよかった (14 人 )
よかった (4 人 )
ふつう (1 人 )





ちょうどよかった (10 人 )
よかった (5 人 )
ふつう (3 人 )









ちょうどよかった (16 人 )
よかった (3 人 )
ふつう (0 人 )







とてもよかった (14 人 )
よかった (5 人 )
ふつう (0 人 )





とてもよかった (18 人 )
よかった (1 人 )
ふつう (0 人 )






80％～ 100％ (18 人 )
60％～ 80％ (1 人 )
40％～ 60％ (0 人 )
20％～ 40％ (0 人 )









かなりした (13 人 )
すこしした (5 人 )



























　上級クラスは，2019 年度前期と後期にそれぞれ 9 科目開講した。前期の開講科目は「読解 C1」，「文
法 C1a」，「文法 C1b」，「作文 C1」，「聴解 C1」，「会話 C1」，「漢字 C1」，「表現技術 C1」，「日本文化
C1」，後期は「読解C2a」，「読解C2b」，「文法C2」，「作文C2」，「聴解C2」，「会話C2」，「漢字C2」，「表
現技術 C2」，「日本文化 C2」である。前期は 29 人（日本語課外補講 12 人，総合日本語コース 17 人），




　以下，表 1に 2019 年度前期，表 2に 2019 年度後期の集計結果をまとめた。1人の学生が複数の授業
科目に答えているため，括弧内の人数はいずれも延べ人数を表す。評点は 5 段階評価で，値が大きい
ほどよい評点であることを示す。「とてもよかった」を 5点，「よかった」を 4点，「ふつう」を 3点，「あ
まりよくなかった」を 2点，「ぜんぜんよくなかった」を 1点として，その平均点を出したものである。
　なお，自由記述の日本語の表記や助詞等の間違いは修正して掲載した。



























































































































































































































































































































































































































授業の進度 4.5 → 4.5，教科書・プリント 4.7 → 4.4，教え方 4.8 → 4.6 というように授業の進度以外は後
期のほうが低くなっている。「よくなかった」と回答した人数を比べると，授業内容 0 → 5，授業のレ

















日本語学習支援サイトRAICHO報告（2019 年 4月～ 2020 年 3月）
濱田　美和
1　日本語学習支援サイトRAICHOの概要





自体は学内外を問わず利用可）。本稿では，RAICHO サイトの 2019 年度の整備状況について報告し，
今後の課題を述べる。
2　2019 年度 RAICHOサイト整備状況
　RAICHO サイトはセキュリティ上の問題点が生じたため，2013 年 12 月より始めた外部サーバでの
運用を 2016 年度末に一旦停止し，2017 年度から学内の外部公開用サーバの利用に切り替えた。外部公
開用サーバでは MySQL（データベース）が利用できないため，日本語自己学習コンテンツの解答履歴
の参照機能を外して，クイズ・テスト作成ソフト「THiNQ Maker」( ロゴスウェア株式会社 ) を用い
て，新たにコンテンツを作り直す作業を 2017 年度より継続して行っている。2018 年度は RAICHO サ
イトの一部をスマートフォン対応とするためのリニューアル作業を行い，年度末にリニューアルペー
ジを公開した。2019 年度は日本語自己学習コンテンツの作り直しの作業を進めることにし，日本語プ





















































































































１月 19 日（日） 富山市民国際交流協会 ８



























○補 「生活日本語Ａ 1b」（木曜 2限）
○補 ○総 ○ラ 中級「文法・読解Ｂ」（火曜 1限）
○補 ○総 ○ラ 中級「文法・読解Ｂ」（火曜 2限）
○補 ○総 ○ラ 中級「文法・読解Ｂ」（金曜 1限）
○補 ○総 ○ラ 中級「文法・読解Ｂ」（金曜 2限）
○教 外国語科目「日本語リテラシーⅠ」
                         (月曜3限)
○教 外国語系「日本語コミュニケーションⅠ」
                         (火曜4限)
○ラ 中級「特別指導B1」(木曜 4限 )
○人「国際交流活動論」(集中講義 )
○補 「生活日本語Ａ 2a」（火曜 2限）
○補 「生活日本語Ａ 2b」（金曜 2限）
○補 ○総中級「文法・読解B」(水曜 1限 )
○補 ○総中級「文法・読解B」(水曜 2限 )
○補 ○総中級「文法・読解B」(木曜 1限 )
○補 ○総中級「文法・読解B」(木曜 2限 )
○教 外国語科目「日本語リテラシーⅡ」











○補 「生活日本語A1ａ」(火曜 2限 )
○ラ 中級「特別指導B1」(木曜 4限 )
○教 総合科目系「日本事情 /自然社会」
                      ( 火曜 5限 )
○教 人文科学系「異文化理解」(水曜 2限 )
○人「国際交流活動論」(集中講義 )
濱田 美和
○総 ○補 ○ラ 中級「漢字B1」(月曜 4限 )
○ラ 中級「特別指導B1」 ( 金曜 3限 )
○総 ○補 上級「表現技術C1」(月曜 3限 )
○総 ○補 上級「漢字C1」(火曜 2限 ) 
○総 ○補 上級「文法C1a」( 木曜 1限 )
○総 ○補 上級「文法C1b」( 木曜 2限 )
○教 外国語系「日本語リテラシーⅢ」
                         (火曜4限)
○院 人間発達科学研究科「言語環境特論」
                         (火曜5限)
○総○補 中級「作文B2」(木曜 3限 )
○総○補 中級「漢字B2」(月曜 3限 ) 
○総○補 上級「漢字C2」(月曜 4限 )
○総○補 上級「文法C2」(木曜 2限 )
○総○補 上級「表現技術C2」(火曜 2限 )
○教総合科目系「日本事情／芸術文化」
                       ( 火曜 5限 )
田中 信之
○補 初級「文法A1」(金曜 1限 )
○補 初級「文法A1」(金曜 2限 )
○総 ○補 ○ラ 中級「作文B1」(木曜 3限 )
○総 ○補 ○ラ 中級「文法B1」(金曜 3限 )
○ラ 中級「特別指導B1」(火曜 3限 )
○総 ○補 上級「読解C1b」( 木曜 4限 )
○教 外国語系「日本語コミュニケーションⅠ」
                        ( 火曜 4限 )
○補 初級「文法A2」(水曜 1限 )
○補 初級「文法A2」(水曜 2限 )
○補 初級「文法A2」(金曜 1限 )
○補 初級「文法A2」(金曜 2限 )
○総○補 上級「読解C2b」( 火曜 3限 )
○教外国語系「日本語コミュニケーションⅡ」







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   富山大学国際機構規則 
 
平成 30年３月 27日制定 
                                                          令和 元 年９月 27日改正 
 
   第１章 総則 
 
 （趣旨） 

































2019 年 5 月 1 日現在
正規生 非正規生 合計
国費 県費 外国政府 私費 小計 国費 県費 私費 小計 計
学部
人文学部 8 8 2 1 13 16 24
人間発達科学部 1 2 3 2 4 6 9
経済学部 2 5 7 12 12 19
理学部 2 2 1 1 3
医学部 0 0 0
薬学部 0 0 0
工学部 18 18 36 1 2 3 39
芸術文化学部 1 4 5 2 2 7
都市デザイン学部 4 4 4
小計 1 0 21 43 65 4 2 34 40 105
大学院　
（修士・博士前期）
人文科学研究科 7 7 1 4 5 12
人間発達科学研究科 1 1 1 1 2
経済学研究科 35 35 4 4 39
医学薬学教育部 2 4 10 16 1 1 17
理工学教育部（理学系） 9 9 9
理工学教育部（工学系） 4 30 34 34
芸術文化学研究科 5 5 1 1 6
小計 2 8 0 97 107 0 1 11 12 119
大学院
（博士・博士後期）
医学薬学教育部 4 　 33 37 37
生命融合科学教育部（五福） 3 2 5 5
生命融合科学教育部（杉谷） 1 13 14 　 14
理工学教育部（理学系） 1 2 3 　 3
理工学教育部（工学系） 2 27 29 29
小計 11 0 0 77 88 0 0 0 0 88
国際機構 0
和漢医薬学総合研究所 2 2 2
合　計 14 8 21 217 260 4 3 47 54 314
































   富山大学国際機構規則 
 
平成 30年３月 27日制定 
                                                          令和 元 年９月 27日改正 
 
   第１章 総則 
 
 （趣旨） 


























































   各学部が開設する英語関連の授業科目は除く）に関すること。 
 （３）本学職員の英語能力の強化に関すること。 
 （４）前各号に掲げるもののほか，機構の目的を達成するために必要な業務に関する 
   こと。 
４ 前各項に掲げるもののほか，部門に関し必要な事項は，別に定める。 
 
































   各学部が開設する英語関連の授業科目は除く）に関すること。 
 （３）本学職員の英語能力の強化に関すること。 
 （４）前各号に掲げるもののほか，機構の目的を達成するために必要な業務に関する 
   こと。 
４ 前各項に掲げるもののほか，部門に関し必要な事項は，別に定める。 
 





































第 11条 副部門長は，部門の運営に当たり部門長を補佐する。 



























   第４章 会議 
 
 （機構運営会議） 



































   第４章 会議 
 
 （機構運営会議） 



















 （４）学部から選出された教員 各１人 
 （５）教養教育院から選出された教員 １人 
 （６）大学院生命融合科学教育部担当から選出された教員 １人 
 （７）和漢医薬学総合研究所から選出された教員 １人 
 （８）附属病院から選出された教員 １人 
 （９）国際部の部長及び課長 
 （10）その他機構長が必要と認めた者 
２ 前項第４号から第８号まで及び第 10号の委員の任期は２年とし，再任を妨げない。 








第 18条 機構運営会議は，委員の過半数の出席により成立し，議事は出席者の過半数を 
 もって決する。ただし，可否同数のときは，議長がこれを決する。 
２ 前項の規定にかかわらず，第 15条第１項第２号の事項を審議する会議は，委員の３分 
 の２以上が出席しなければ開会できない。議事は，出席者の３分の２以上をもって決す 
 る。 
３ 第 16条第１項第２号から第８号及び第 10号の委員のうち教授を除く委員並びに同条 
 同項第９号の委員は，第 15条第１項第２号の審議には加わらない。 
 
 （意見の聴取） 
第 19条 機構運営会議が必要と認めたときは，委員以外の者の出席を求めて意見を聴くこ 
 とができる。 
 








第 21条 機構の事務は，国際部において処理する。 
 
   附 則 
１ この規則は，平成 30年４月１日から施行する。 
２ この規則の施行後，最初に選出される第 16 条第１項第４号から第８号までの委員の 
うち人文学部，経済学部，医学薬学研究部の医学系，理工学研究部の工学系，大学院生
命融合科学教育部担当及び附属病院から選出された委員の任期は，同条第２項の規定に
かかわらず，平成 31 年３月 31日までとする。 
   附 則 
１ この規則は，令和元年 10月 1日から施行する。 
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